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板橋セーフティー・ネットワークへの参加

板橋区新聞販売同業組合

■ 実施期間
平成15年10月2日～

■ 実施地域
東京都板橋区全域

■ 活動概要
板橋区新聞販売同業組合は、平成 15年 10

月に、板橋区と板橋・志村・高島平の 3警察
署が合同で立ち上げた「板橋セーフティー・
ネットワーク」に発足当初から参加。配達中に
発見した不審者・不審物の警察への通報、パ
トロール実施中のポスターの店頭掲示、学校
周辺のパトロール強化、3警察署からの依頼に
応じた防犯チラシの無料折り込みなどを行っ
ている。
板橋区によると、同区内の犯罪件数は平成

11年から5年連続で増加し、平成15年のピー
ク時に 1万 2千件だったが、平成 16年には、
減少に転じた。

＊
板橋区新聞販売同業組合＝板橋区内で 6紙を販売す
る54販売所で組織。大村智永組合長。

地元警察署と協力した防犯活動
参加意識が緊張感をもたらし
交通ルール順守につながる

東京組合報　平成15年10月20日付（第210号）
（東京都新聞販売同業組合）

「パトロール中」のステッカーを
バイクに固定し、配達している
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異常事態支援サービス

名古屋市中日会、名古屋新市内中日会

■ 実施期間

2003年4月～
■ 実施地域
愛知県名古屋市 16区（市内全域）、日進市、

豊明市および東郷町
■ 活動概要
名古屋市中日会および名古屋新市内中日会

は、平成15年 4月の名古屋市天白区を皮切り
に、名古屋市全域（16区）と近郊の日進市、
豊明市、東郷町の計 3市 1町で、新聞を購読
している高齢者夫婦、ひとり暮らしの高齢者
などの事前登録により、異常事態の支援サー
ビスを行っている。
新聞が抜き取られず、新聞受けにたまって

いた場合には、配達スタッフが声を掛け、異
常が確認されれば、事前登録した緊急連絡先
に電話する。それでも連絡がつかない場合に
は、民生委員や学区長、警察、救急に連絡す
る。この活動は、配達業務や集金などの通常
業務の延長としてできることが特徴である。
平成 19年 3月時点の登録加入件数は、3,482

件。これまでに、2件の人命救助の事例があ
る。平成18年には新聞販売業界で初のビジネ
ス・モデル特許を取得した。

＊
名古屋市中日会・名古屋新市内中日会＝中日新聞販
売所で組織。名古屋市中日会は 197販売所、名古屋
新市内中日会は104販売所が加盟。

事前登録による
支援サービス
迅速な連絡で人命救助も

中日新聞　平成18年3月1日付朝刊

中日新聞　平成19年9月11日付朝刊

サービスを案内する折り込み広告（チラシ）
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北日本新聞「愛のひと声運動」

北日本会

■ 実施期間
平成14年6月1日～

■ 実施地域
富山県内全域

■ 活動概要
北日本会は、富山県内全域にわたる販売所
従業員約 3,200人の配達ネットワークを生か
し、高齢者世帯で、緊急を要する病人やけが
人の早期発見を目的とした地域貢献ボランテ
ィア事業「愛のひと声運動」を平成 14年 6月
から開始した。
新聞受けにたまった新聞を見て、異変に気

付いた場合、販売所を通じて各地域の民生委
員や自治会長、社会福祉協議会、警察、消防
署などに通報し、病人やけが人の早期発見を
目指している。
これまでに 34件の救助例（内訳＝路上に倒
れていた人の保護16件、徘

はい

徊
かい

していた人の発
見12件、けが人の発見5件、火災の発見1件）
などがあり、富山県警生活安全部長や富山警
察署長（当時）などから感謝状を受けるなど、
社会的な評価を受けている。

＊
北日本会＝北日本新聞販売所で組織。前沢良平会長。

配達ネットワークを生かし
人命救助に多大な尽力

■活動の実績（34件の一覧）
年月日 時間 販売店 肩書 内容

平成14年9月26日 早朝 清水店 従業員 民家で倒れている女性を発見、交番に知らせた。親族から感謝の電話があった。
平成14年10月11日 午後5時 射北店 従業員 新聞がたまっているのを不審に思い、親類を呼び、民家で倒れている男性を発見。119番した。
平成14年11月16日 午前4時 砺波南庄川店 店主 徘徊老人を発見し保護。井波署に連絡。軽い痴呆症で、家を勝手に出てしまうことがあるということだった。
平成15年4月18日 午前4時10分 砺波南庄川店 従業員 徘徊老人を発見し保護。近所の人だとわかり自宅に連れて行った。販売店へお礼の電話があった。
平成15年5月30日 午後5時 氷見北部店 主任 氷見市鞍川歯科前の市道で転倒している老人を発見。老人と自転車を車で自宅まで送った。
平成15年6月26日 早朝 前沢店 店主 酔って歩道と車道の間で横になっている男性を発見。警察へ連絡した。
平成15年7月13日 午前4時 城端店 従業員 配達途中にうめき声に気づき、親戚に連絡。自宅で倒れていた女性を発見。販売店にお礼の電話があった。
平成15年8月28日 午前5時 小杉店 従業員 玄関で倒れている人を発見。救急車をよぶ。
平成15年10月18日 午後6時 西滑川店 従業員 新聞がたまっているのを不審に思い、民生委員に連絡し、警察に通報してもらった。
平成15年10月27日 午前4時 上市店 従業員 散歩中に具合が悪くなり倒れていた老人を発見。店主に連絡し、毛布を用意し介護。店主が車で自宅に送った。
平成15年12月9日 午前4時20分 城端店 従業員 玄関先で倒れている老人を発見。呼び鈴を鳴らし家人を起こし、連絡。救急車を呼ぶ。
平成15年12月19日 午前3時 掛尾店 従業員 パジャマにスリッパ姿の男性を発見。店に連絡し、店主が男性を店に連れて帰り、富山署に連絡。
平成15年12月26日 午前4時20分 砺波南庄川店 従業員 雨に濡れたまま自転車を押している男性を発見。店主に連絡し、井波署に連絡。家族から捜索願が出ていた。
平成16年2月2日 午前3時 掛尾店 店主 腰を大きく曲げた女性を発見。店に連れて帰り110番。富山署に捜索願が出ていた。
平成16年2月23日 早朝 販売KK 従業員 新聞がたまっているのを不審に思い、民生委員に連絡。市福祉活動員が親類の了承を得て、自宅に入りベッドで倒れている女性を発見。
平成16年2月28日 午前4時30分 舟橋店 従業員 民家の車庫で、顔から血を流して倒れていた男性を発見。110番し店にも連絡。店主、店主息子で励ましていた。
平成16年3月11日 午前2時30分 速川店 店主 新聞輸送運転手は、高齢女性を保護。速川店に連れて行った。店主は駐在所長に来てもらい、身元を確認し家族に連絡。女性は無事帰宅。
平成16年9月29日 午前4時 福光店 従業員 店主から説明を受けていた、福光署から捜査協力を求められていた男性を発見。福光署に連絡した。
平成16年10月15日 午前3時30分 氷見南條店 従業員 玄関の段差と車に体を挟まれて動けなくなっているびしょ濡れの高齢女性を発見。保護した。
平成16年12月30日 午前3時 KS太閤山 従業員 老人と10代女性に遭遇。道に迷った男性の家を探していた。二人を営業所に連れて行って警察に連絡。身元確認した。
平成17年2月13日 午前4時30分 朝日店 従業員 路上で、雪の上にうずくまっていた80代女性を保護し、入善署朝日町交番へ送り届けた。
平成17年3月31日 午前2時50分 速星店 従業員 朝刊配達中に、徘徊しているおばあさんを発見し保護。110番通報し八尾署へ連絡。老人は無事自宅に戻った。
平成17年4月20日 午後3時30分 KS魚津 従業員 夕刊配達中に、頭から血を流して倒れている女性を発見。すぐに救急車を呼び、魚津労災病院で手当てを受け、無事帰宅した。
平成17年5月13日 午前2時50分 砺波西部店 従業員 朝刊配達中に、車のボンネットから火が出ているのを発見。向かいの住民に119番通報してもらい火災を消し止めた。けが人はなく大事に至らなかった。
平成17年7月25日 午後3時30分 城端店 従業員 夕刊配達中に、自転車から転倒し仰向けに倒れている小学生を見つけ、救急車を呼び病院に搬送される間、親の勤め先を聞いたり励ましたりした。
平成17年8月3日 午前4時15分 掛尾店 従業員 朝刊配達中、道路の花壇に座っている女性を発見保護。逓送員が田村さんの自宅から販売店に連れてきて警察に連絡。女性は無事帰宅。
平成17年8月16日 午前3時30分 KS立山 従業員 朝刊配達中に立山町大石原で。入院着姿でスリッパを履いた男性のお年寄りが道を歩いているのを発見・保護。警察に通報し、無事帰宅。
平成17年9月18日 午前3時 KS高岡 従業員 朝刊配達中に高岡市寺町で、顔から血を流して倒れている90歳の女性を発見し119番通報した。無事帰宅。
平成17年11月6日 午後5時 高岡西店 従業員 集金中に男性宅でうめき声が聞こえたため、KS高岡職員、柴田さんとともに家に入り、脳溢血で倒れていた男性を救急車で病院に搬送。
平成17年12月24日 午前9時30分 速星店 店主 店舗前の道路で転倒して動けなくなっていた近所の男性を自宅まで送り届け、本社に感謝の手紙が届いた。
平成18年1月30日 午前3時30分 KS高岡南部 従業員 朝刊配達中に高岡市木津の路上で頭から血を流し倒れているお年寄りを発見。119番通報し、救急車が到着するまでお年寄りを励ました。
平成18年4月5日 午前6時 上滝 従業員 朝刊配達後、富山市月岡町の路上をふらついているお年寄りを発見。警察・店主に連絡し、駆けつけた店主が車で自宅まで送り届けた。
平成19年3月11日 午前4時 中伏木 主任 朝刊配達中、道路脇に倒れているお年寄りを発見。近くの男性会社員に助けを求めた。その会社員の家族が救急車を呼び、体を毛布で包むなど介抱した。
平成19年3月23日 早朝 KS富山 従業員 朝刊配達中、三日前から新聞がたまっているのを不審に思い、センターに連絡し警察と民生委員が倒れている男性を保護した。

▲県警から感謝状贈呈
紙面は北日本新聞　平成 15年 1月 11
日付朝刊

▼販売店にも感謝状
北日本新聞　平成16年2月17日付夕刊

▲市教委から
協力要請

北日本新聞
平成19年6月2日
付朝刊

北日本新聞　平成14年9月28日付朝刊 北日本新聞　
平成17年5月13日付朝刊

北日本新聞　平成19年3月24日付朝刊

▲紙面掲載で紹介
活動には富山県、富山県警察本部、富山県社会
福祉協議会、富山県民生委員児童委員協議会な
ど多くの機関・団体の協力を得ている。救助など
の活動事例は「愛のひと声運動」のロゴマークを
付けて記事で紹介、県民に理解を深めていただい
ている。

▲地域密着の特性生かす
富山県内全域にめぐらせた新聞配達網を生かし、販売店従業員約 3,200人が高齢者世帯などで緊急
を要する病人やけが人の早期発見を目指している。毎日ほぼ同じ時間、同じ町内を回る配達スタッフ
が、新聞受けに何日分もの新聞がたまっているなどの異変に気づいた場合、販売店を通じて地域の民
生委員や自治会長、警察署、消防署などに通報して、速やかな対応を進めている。

◀高まる信頼感
高齢者の保護活動などに対して、平成15年1月10日に富山県警生活保安部長から「疾病高齢者を早期
に発見し、人命救助に尽力するなど成果をあげた」として感謝状を受けたほか、16年2月17日には深夜
にお年寄りを保護した販売店主が富山署長から感謝状を受けた。また、19年6月1日には、中学校グラ
ウンドなどで夜間の不審火が相次いだ高岡市教育委員会から配達スタッフへの協力要請があり、県西
部の33店で通報体制を整えた。


